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論 文 内 容 の 要 旨
イネ小球菌核病は小黒菌核病とともにしばしば小粒菌核病と呼ばれ, 広 くイネ作地帯に分布している重
要病害である｡ 病斑は主として菓鞘, 茎の水際部付近に発生して, 組織中に光沢のある小球状黒色の菌核









れ, 中央部の水面に浮遊する菌核の数は減少する｡ したがって, イネ体に付着する菌核は瞳畔の近 くの株







肥は発病を軽減する｡ 棚酸, 珪酸の施用 もまた発病を軽減し, 増収をもたらす｡ 石灰の基肥施用は反対に
発病を助長するが, 収量はむしろ増加の傾向を示す｡ 客土 もまた発病を軽減し, 増収をもたらすようであ
ー788-
る｡ なお薬剤散布は著効をあらわすが, とくに散布後台風などのために, イネが倒伏した場合などにはよ
く効果をあらわす｡ またイネの倒伏直後の薬剤散布も有効である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
イネ小球菌核病は, 小黒菌核病とともに世界各地のイネrF地帯に広 く分布し, 本邦においてはとくに暖
地に多いイネの重要病害の一つである.






田の周辺に流されて, 本病が田の中央部よりも畦畔近 くで多く発生する原因となることを立証した｡ さら
にイネ栽培法との関係について, とくにカリ肥料あるいは珪酸の施用や客土などが本病の発生を軽減する
ことを明らかにして, 本病の防除には薬剤散布と同時にイネ栽培法に留意することの大切なことを強調し
た点は特筆に価するところである｡
以上のように本論文はイネの重要病害の一つである小球菌核病について種々の点を明かにし, さらにそ
の防除法を確立したものであって, 植物病学, さらに病害防除の実際面に貢献するところがすこぶる大き
い｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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